
第３学年道徳学習指導案
日 時 平成１７年９月２８日（水）５校時
対 象 ３年生（男１４名、女１７名、計３１名）
指導者 髙橋 雅子

１、主題名 ほんとうの友だち（ 友情・信頼、助け合い ２－（３） ）
２、資料名 ないた赤おに（ 文溪堂 ３年生のどうとく ）
３、主題設定の理由
（１）価値について

学習指導要領第３章 道徳の目標及び内容の第３学年及び第４学年の内容の２「主として他の人と
のかかわりに関すること 」の（３）に「友だちと互いに理解し，信頼し，助け合う 」とある。この。 。
内容は友達関係において基本とすべき精神を述べたものであり，友達との間に信頼と友情及び助け合
う精神を育てようとする内容項目である。これは，第 学年及び第 学年の「友達と仲よく，助け合1 2
う 」を発展させたものであり，さらに第 学年及び第 学年の「互いに信頼し，学び合って友情を。 5 6
深め，男女仲よく協力し合う 」にまで発展していくものである。。

「 」 ， 。友人関係における 理解 とは 相手の気持ちやものの見方・考え方を理解するということである
ところが，それがなかなかできない。自分はこうだから相手もそうであろうとわが思いを相手に遣る
という内面的運動が要求されるからである 「信頼」とは，相手の言行に偽りがないと信じることで。
ある。友人関係において，安心して自分の本心を語ったり相談したりできるのは，相手が裏切らない
と信頼しているからである 「助け合い」とは，支え合いである。支え合いは，お互いに欠点を持つ。
存在であるという自覚にたってお互いの欠点をお互いに補い合うこと，お互いの個別性を発揮して相
手を支え合うということである。このことによって，友人関係は深まる。こうして，友達同士理解し
合えばし合うほど，お互いを信頼し助け合うようになる。よりよい生活をするためには，友達を信頼
し，支え合って共に苦しみを乗り越えていかなければならないということをわからせることは大切な
ことと考える。
この期の児童は，学校生活にも慣れ，行動範囲が広がってくる。交友関係も広がり，気の合う友達

同士で仲間をつくる傾向がある。そこでこの期に明朗で健康的な友達関係を積極的に育てることが大
切である。そのためには，友達同士互いによく理解し合い，信頼し合い，助け合うことの大切さにつ
いて自覚を深めていくことは大切であると考える。

（２）児童について
学級の児童は，些細なことでけんかはするがすぐ仲直りをし男女にかかわらず仲がよい。しかし，

友達とは，いつも一緒に遊ぶ人とか何かを忘れたときに貸してくれる人と思っている児童が多い。ま
た，気の合うもの同士がグループを作ったり，そのグループから外されたくないのでいやでも一緒に
いる児童もいる。なかには，自分の一言が，相手を傷つけているということに気づいていない児童も
いる。このような児童に，よりよい学校生活を送っていくためにはその場の雰囲気に流されることな
く相手の立場に立って考えられるような友人関係を築いていかなければならないことを考えさせるこ
とは大切なことと考える。

（３）資料について
ある山奥に住んでいた赤おには，ふもとの人間と仲良くなりたいと立て札を立てるが，こわがって
だれも来ない。それを嘆く赤おにに青おにが策を授けて，ひと芝居する。青おには村へ行って暴れ，
赤おにが青おにをとりおさえて追いはらう。村人は，赤おにがいいおにだとわかると，安心して近寄
るようになり，赤おには満足する。ふとある時，青おにのことが気になって，赤おには久しぶりに青
おにの家を訪ねたが，青おには置き手紙をして，旅に出てしまっていた。青おにの自分を思ってくれ
る優しい心を知って，赤おには泣いた。赤おにと青おにのお互いを思う気持ちから真の友情を考えさ
せるのに適した資料であると考える。

（４）指導の態度
「気づく」では，それぞれの児童の考えている「友達」について聞き合いながら価値への方向付け
をする 「見つめる」では，まず赤おにができることなら人間たちの仲間になり，仲良く暮らしたい。
という強い願いを持っていることに気づかせたい。その願いがうまく人間に伝わらず憤慨している赤

。 ，おにの話を聞いて人間と赤おにを仲よくさせようと策を練る青おにの優しさをとらえさせたい また
青おにが長い旅に出た気持ちを考えさせることにより，赤おにの幸せをどこまでも願う青おにの深い
友情をとらえさせたい 「つかむ」では、青おにの手紙を読んで涙を流す赤おにの姿を通して本当の。
友達についてじっくり考えさせたい 「広げる」では，自分や友達のなかにあるほんとうに友達のこ。
とを大切に思ってしたこと，されたことを聞き合いながらお互いのよさを見つけていくようにさせた
い 「まとめる」では，教師の話を聞くことにより自分もよりよい友達を作っていこうとする気持ち。
を持たせて終わりたい。



３年重点指導項目 ２の（３） 友情・信頼、助け合い４ 全教育活動における本時の位置づけ

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
交通安全教室 終業式 始業式 交通安全教室 図書館祭り 終業式 始業式 スキー教室 修了式・卒業始業式･入学式 ジャンボ遊び 作品展 校外学習
防犯教室 学校美化の日 誕生集会 児童総会 感謝集会 誕生集会 ６年生をおく 式１年生を迎える会 ふれあい参観日・ジャンボ
児童総会 学校参観日 る会・参観日参観日 遊び
運動会

全教科 友達の話をよく聞き，考えのよさを認め合いながら学習する。

国 語 理 科 社 会 体育（年間を通して） 図工・書写 音 楽
各 「きつつきの商売」 「昆虫を育てよう」 「学区探検」 ・チームプレーの大切 ・友達の作品のよさを ・相手の声や音色を聞き

・グループの人といろ ・蝶の卵から成虫になる ・グループ毎に約 さを知る。 互いに認め合いなが ながら美しいハーモニ
教 いろと工夫して音読 までみんなで協力しな 束を守って協力 ・友達のがんばりを認 ら制作に取り組む。 ーを作り上げていく。

練習をし，発表会を がら観察したり世話を しながら行動す めながら励まし合 ・展示された作品から
科 する。また，お互い する。 る。 い，技を高め合う。 友達のよさやがんば

に聞き合いがんばり りを見つけ合う。
を認め合う。

道
第１時 第２時 第３時

徳 資料名 絵はがきと切手（学研） 資料名 ないた赤おに（文溪堂） 資料名 明るくなった友だち 友（学研）
ねらい 友達との心のつながりの大切さ ねらい 友達と互いに理解し 信頼し ねらい だれとでも仲良くし，助 情指導要領の内容 ， ，

の を自覚し，友達を信頼し助け合 助け合おうとする心情を育て け合おうとする心を育て ・２－（３）

おうとする気持ちを育てる。 る。 る。 信友だちと互いに
時 頼理解し 信頼し， ，

反省 兄や母の言葉をきっかけに本当 反省 反省助け合う。
間 の友達としての接し方を考える 助

ことができた。日常の生活でさ け
らに深めていきたい。 合

い

総
合
的 さんさ踊りを教わろう パソコン学習 ぼくたち盛岡探検隊 昔のくらしを調べよう
な ・お互いのがんばりを ・難しい内容でも ・校区や盛岡市内を歩き，グ ・昔のくらしの様子や遊びにつ
学 認め合い，自らの課 みんなで励まし ループの人たちと協力しな いて，グループの人と一緒に
習 題に向かって，協力 合いながら取り がら盛岡のよさを探したり 資料を探して調べ生活やその
の して取り組む。 組む。 それを守ろうとしている人 当時の人々の思いを想像す
時 たちの思いを感じる。 る。
間

特 学級活動（年間を通して） 誕生集会 読書指導 感謝集会 スキー教室 ６年生を送る会朝の会・帰りの会（年間）
活 ・スピーチを聞く ・友達の何気ない一言で勇気 ・誕生日を迎えた （年間を通して） ・たくさんの人に支 ・友達と励まし合 ・今まで全校をリー
・ ことにより友達 づけられたこと，友達が自 友達を心からお ・友情に関する本 えられて生活して い，他のスキーヤ ドしてくれた６年
行 についてお互い 分を大切に思っていること 祝いする。 をたくさん読 いることを再確認 ーの安全を考えな 生に感謝の気持ち
事 に知り合う。 などを発表したり，日記に む。 し，協力して感謝 がら滑る。 を持ち，助け合い
・ 書いたりし，認め合う。 の気持ちを表す。 ながら集会の準備
日 に取り組む。
常
生 ボランティア教育（年間を通して） 環境教育（年間を通して）
活 ・ベルマーク，募金，ＪＲＣ活動の意義を理解し，自分でできる協力のしかたを考える。 ・奉仕活動の意義を考える。

・あおば学級の友達の障害を理解し，自分たちがどのように接していけばよいか考える。

学
校
・
学
年
行
事



５ 本時の指導
（１） ねらい 友達と互いに理解し，信頼し，助け合おうとする心情を育てる。
（２） 展開の大要

学習活動と主な発問 予想される児童の反応 指導上の留意点段階
気 １，自分にとって友達とは，ど
づ んな人をいうのか話し合う。
く ○みんなにとって，友達とはど ・いっしょに遊んでくれる人 ・それぞれの子の考えている友達
５ んな人ですか。 ・困ったときに助けてくれる人 について聞き合いながら，価値
分 ・気の合う人 への方向づけを図る。

２，資料「ないた赤おに」を読
み感想を発表し学習課題を確

見 認する。
○お話を聞いて，心に残った ・赤おにが，青おにの手紙を読んで ・子ども達の赤おにや青おについ

つ ところはどこでしたか。 泣いたところ てのいろいろな感想を自由に出
， 。・青おにが，赤おにのために旅に出 させたうえで 課題を提示する

め るところ
・青おにが赤おにのために村で大暴
れするところ

る
赤おにと青おにの友情について考えよう。

３，赤おにと青おにの気持ちに
ついて考え，話し合う。

○赤おには，どんな気持ちから ・なんとかして人間の仲間になり， ・立て札を立てる前から，いつも
立て札を立てたのでしょう。 仲良く暮らしたい。 できることなら人間達の仲間に

・友達ができると楽しいだろうな なって，仲良く暮らしたいとい
・ひとりぼっちはさみしいから友達 う気持ちを持っていたことに気
がほしい。 づかせたい。

○青おには どんな気持ちで ぼ ・赤おにの願いをかなえてあげた ・自分にとって大切に思っている， 「
くがふもとの村へ行ってあば い。 友人赤おにの願いをなんとかか
れよう 」と言ったのでしょ ・赤おには本当はいいおになのだと なえてあげたいと思う青おにの。
う。 いうことを知らせよう。 気持ちをとらえさせたい

・話を聞いて赤おにがかわいそうに
思った。

○青おには，どんな気持ちから ・ぼくがいたら，疑われる。 ・赤おにが幸せであることを一番
置き手紙をして旅にでたので ・人間と仲よくしてね。 に考える青おにの深い友情をと
しょう。 ・ぼくたちはいつまでも友達だか らえさせたい。

ら。

つ ◎青おにの手紙を読んで涙を流 ・もどってきてほしい。 ・赤おには「二度も三度も 「し」
か す赤おにの心の中はどんなだ ・青おにに悪いことをした。 くしくなみだを流した」という
む ったでしょう。 ・青おにがこんなにもぼくのこ 状況から，自分の身近にこんな

とを思っていたなんて知らな に自分のことを思ってくれるす
かった。 ばらしい友だちがいたことには30
・青おにはほんとうにいい友達 じめて気づいてなみだを流して

分 だ。 いる赤おにの姿をとらえさせた
い。

４、赤おにや青おにのようにほ
広 んとうに友だちのことを大切
げ に思ってしてあげたことやし
る てもらったことを話し合う。

○みなさんも，赤おにや青おに ・何かの代表をきめるとき，どちら ・日記や作文などから例を示して
９ のようにほんとうに友だちの もやりたかったけれども相手の様 やりながら自分にもそういう経
分 ことを大切に思ってしてあげ 子を見るとどうしてもやりたそう 験があったことを思い起こさせ

たことやしてもらったことは だったのでゆずってあげた。 たり，互いに聞き合いながら，
ありますか。 ・水泳の時間に，こわがっている友 友達の持っているよさに気づか

達がいたので手をさしのべてあげ せ自分もそうありたいというあ
た。 こがれを持つようにさせたい。

５、教師の話を聞く。 ・自分もよりよい友達を作っていまと
きたいという気持ちを持たせてめる
終わりたい。１分
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７ ＜資 料 構 造 図 ＞

資料名「ないた赤おに」（ 出典 文溪堂 ３年生のどうと
く）

。ねらい 友達と互いに理解し，信頼し，助け合おうとする心情を育てる

＜ ＞ ＜ ＞ ＜ ＞あらすじ 心 の 動 き 発 問

（ ） （ ）赤おにの気持ち 青おにの気持ち

１ 「ドナタデモ オイデ ・なんとかして人間と仲良くなりたい。 ○赤おにはどんな気持ち
クダサイ」と立て札を立て ・友達ができると楽しいだろうなあ。 から立て札を立てたの
る ・ひとりぼっちはさみしいから友達がほしい でしょう。赤おに

なあ。

２ 立て札をこわしている赤 ・人間はどうして信じてくれないのだろう。 ・赤おにがかわいそう。 ○青おにはどんな気持ち
おにのところへやってき ・わけもなくはらが立ってきた。 ・ほんとうはいいおになのに。 で「ぼくがふもとの村
て，村で大暴れすることを ・くやしいなあ。 ・何とかねがいをかなえてあげた へ行って，あばれよ
提案する い。 う 」と言ったのでし青おに 。

・青おににすまない。 ょう。
・そんなにいうならやってみようかなあ。

３ 村で暴れる青おにをぶつ ・青おにくん，ごめん。 ・赤おにを人間たちに信用させた
・ほんとにこんなことしていいのかな。 い。赤おに
・うまくいくかな。 ・赤おにを人間と友達にしてあげた

い。
・友達だから助けてあげたい。

４ 村人と楽しくつきあいを ・人間と友達になることができてうれしい。 ・ねがいがかなってよかったなあ。
する ・さびしいことはない。 ・芝居をしたかいがある。赤おに

５ 赤おにに置き手紙をして ・ぼくがいると疑われる。 ○青おにはどんな気持ち
旅に出る ・ずっと赤おにが人間と友達でいら から置き手紙をして旅青おに

れるといいな。 に出たのでしょう。

６ 青おにの手紙を読んで涙 ・青おにがこんなにぼくのことを思ってくれて ◎青おにの手紙を読んで
を流す いたなんて知らなかった。 涙を流す赤おにの心の赤おに

・ほんとうにいい友達だ。 中はどんなだったでし
・青おにに悪いことをした。 ょう。
・もどってきてほしい。




